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サイト周辺の地形影響を考慮できる線量評価手法を開発し、実験との良い一致を確認した。また、福島第

一原子力発電所事故後のサイト周辺の線量率評価を実施し、周辺に設置されたモニタリングポスト（MP）指

示値の変動傾向の再現性を確認した。 
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1. 緒言 

昨今、防災や安全性向上等の観点より精緻な線量評価手法のニーズが高まっている。これまで、ガウスプ

ルームモデルやパフモデルを使用した手法が用いられているが、敷地境界周辺を含めた地形影響の考慮に関

しては、改善の余地が残されている。本検討では、サイト周辺の地形影響を考慮できる線量評価手法を開発

した。 

2. 手法 

 事故時のサイト周辺の線量評価のプロセスは、①気

流計算、②拡散計算、③線量計算である。①及び②につ

いては地形効果及び風向変化を考慮可能なパフモデル

を取り扱うことのできる CALPUFF[1]コードを採用し

た。③の線量計算は、所定の距離メッシュに分割した計

算領域に対して CALPUFF により得られた非対称な分

布を持つ各メッシュの地表空気中濃度及び沈着濃度を

用いて、点減衰核積分法によりクラウドシャイン及び

グランドシャインによる外部被ばく線量を、また呼吸

率・線量換算係数を用いてクラウド吸入及び再浮遊吸入による内部被ばく線量を算出する。 

3. 大気拡散評価結果 

 実際の発電所周辺の地形を模擬した風洞実験結果[2]と、ガウスプルームモデル（地形効果なし）、パフモデ

ル（地形効果なし）、CALPUFF による評価結果の比較を図 2 に示す。敷地境界近傍及び周辺において、地形

効果を考慮できる CALPUFF の結果は、地形効果を考慮しないガウスプルームモデルやパフモデルと比較し

て、風洞実験結果との良い一致を確認した。 

4. 結言 

 福島第一原子力発電所事故後のサイト周辺のプルーム通過時の線量率評価を実施しており、サイト周辺に

設置された MP 指示値の変動傾向との比較については発表において示す予定である。なお、地表沈着による

線量評価の検証は MP 周囲の構造物等への放射性物質の沈着の影響を考慮するため、今後の課題である。 
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図１ メッシュ分割例 図２ 大気拡散結果の比較  
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